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。
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　各班からは、「若者の政治への関心を高める」「社会における女性の活躍」
いずれかのテーマを選んで 21 の提案をいただきました。ここでは一部を
紹介し、高校生への返信全文はホームページに掲載しています。

提 案 主 旨 議 会 で の 取 り 扱 い

スマホで投票できるように
する

国での法律改正が必要です。市議会から国に要望するよう、高
校生から陳情してはどうかと福知山公立大学の先生から提案が
あった旨、返事しました。

移動投票所や高校に投票所
を設置する

賛同する議員も多く、総務文教常任委員会で調査研究すること
にしました。

企業における男性育児休暇
取得の促進

提案いただいた「くるみん」「えるぼし」の取得促進など、市
長に伝達しました。

女性模擬議会の開催 議会単独ではなく、予算執行権のある市の関与も必要と考えま
す。市長に伝達しました。
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議会で案を出すのは

貴重なことなので、

参加することができて

良かったです。

議員からの質問に

対してもしっかりと

答弁されていて、

感心しました。

全文はこちら

高校生

議員
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丹波市こどもの権利に関する総合条例（案）〔一部抜粋〕
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地域でお世話になっている皆さんのご意見を伺いました

　本委員会は、令和４年６月開催の第 123 回定例会において、丹波市
のこどもの権利に関する理念等の調査研究を行うため設置されました。
これまで 32 回の委員会を開催したほか、尼崎市や埼玉県北本市、神奈
川県川崎市の先進地の好事例の視察や、地域の方やこどもの意見を聴
く「こどもまんなか会議」の開催など、調査研究を重ねてきました。
　今回、その調査結果について最終報告を行いました。

生きる

権利

育つ権利

守られる

権利

参加する

権利

４つのこどもの権利

こどもの権利に関する理念条例調査研究特別委員会

　　条例は理念条例に留めず、
　　施 策 を 含 め た 総 合 条 例 と
　　すべきである。
　当委員会としては、提案する理念が市民
に浸透し、こどもの権利が守られる社会
を実現するためにも、理念条例単独では
なく、理念を具現化する施策を含めた総
合条例とすべきと考える。

１

 人権を侵害されたときに救済
 される仕組みを整えること

　当委員会で視察した先進地には、いずれ
もこどもの権利擁護委員会（若しくはそれ
に類する役割）が設置されている。市の付
属機関ではあるが、市役所や教育委員会、
学校等から独立した第三者機関という位
置づけであることが特徴的で、市当局に
対する提言はもちろん、勧告も可能となっ
ており、強い権限を持っている。このよう
な救済機関が必要であると考える。

　　当委員会が提言する３つの
　　施 策 を 盛 り 込 ん だ 条 例 と
　　すべきである。

 こどもや大人がこどもの権利を
 肌で感じることができる「場」

　　を作ること
　こどもの権利とは抽象的な理念である。
これを市民が理解し、地域社会に馴染む
文化として定着させるためには、抽象的
概念を具体的な形で経験できる場が必要
であると考える。

２

 この条例は、すべてのこどもが
 生まれながらに持っている権利
 の内容を明らかにするとともに、

こどもの権利を守るための仕組みを定め
ることで、こどもが健やかに自分らしく
成長し、主体的に社会に参画できること
を目的とする。

 この条例に規定するこどもの
 権利は、次の各号に掲げる理念
 に基づき保障されなければなら

ない。
① こどもが権利の主体として尊重される
　 こと。
② こどもの最善の利益が優先されること。
③ こどもの年齢及び成長に配慮される
　 こと。
④ 差別を受けないこと。

前文
■ 助けが要るこどもには特別な権利が
　 ある
　こどもを含むすべての人は一人の人間
として尊重され、人間らしく生きる権利
を持っています。そして、こどもは生き
ていくためにさまざまな助けが必要なこ
とから、大人と同じ基本的人権だけでな
く、こどもだけの特別な権利も持ってい
ます。

■ こどもは、気持ちを受け止められ、
　 甘えられる存在
　こどもは、甘えたい時に拒否や無視な
どをされず、「生きる権利」、「守られる権
利」によって、気持ちを受け止められ、しっ
かりと甘えることができます。

■ こどもは、意見を言え、社会に参画
　 できる存在
　また、こどもは、ただ大人から守られ
る存在ではなく、社会の一員であり、こ
どもは感じたこと、考えたことを自由に
表明し、社会に参画する「参加する権利」
があります。

■ こどもは、大人の支援を受けながら
　 育つ存在
　こどもには、自分たちに関することに
ついて主体的に決めることができる「育
つ権利」もあります。大人は、こどもの
力を信じ、こどもと誠実に向き合い、言
葉や表情、しぐさから、こどもの思い、
考え、意見を十分に受け止め、時には言
語化を手伝います。そして、こどもの最
善の利益のために、こどもが直面してい
る課題について共に考え、支えていく責
任があります。

■ ４つの権利が守られることによって
　 自己肯定感が向上する
　こどもが甘えたいときにしっかりと甘
えられ、意見を表明する際に意見を尊重
され、成長が促されることによって、こ
どもの自己肯定感は育まれていきます。

　令和５年 11 月７日、丹波市地域学校協働活動推進員と
丹波市主任児童委員の方にご参加いただき、「第３回こど
もまんなか会議」を開催しました。会議ではこどもの権利
に関して、地域の役割について意見を聴きました。
　ここでは、「こどもが安心して大人と関わることができ
る地域をつくる」や「地域住民が集う場所（居場所）を充
実させる」などの意見がありました。 こどもまんなか会議の様子

報告書の
全文

 こどもが意見を表明できる制度
 や仕組みを作ること

　こどもの参加する権利である「意見表明
権」を尊重するためには、こどもの発言力
の弱さに視点をおき、それをサポートして
発言しやすい環境を市がつくり、行政と繋
がる制度や仕組みが必要である。こどもが
主体的に自分たちのルールを自分たちで
決める営みは、こどもの能動的なまちづく
りの意識を醸成する。

■ 自分が自分らしく生きられるから、
　 他者の権利を尊重できる
　周囲にサポートされながら自分の人生
を自分で選ぶことができる経験を通して、
こどもは自ら考え、自分らしく生きる豊
かさを実感し、自分と同じく他の人にも
自分らしく生きてほしいと、お互いの権
利を尊重し合うようになります。

■ 民主主義の理解につながる
　また、「自分たちで決める」という経験
は民主主義の理解にもつながり、こども
は、大人とともに主体的に丹波市と地域
のまちづくりを担っていく存在として期
待されます。

１

２

３

目　
　的

基本
理念

最終報告書を提出しました
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日頃、暮らしの中で

気になっていることを

話してみませんか？

テーマ

６名参加

前川 進介 議員、太田 一誠 議員
須原 弥生 議員、小川 庄策 議員
西脇 秀隆 議員
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井
戸端スタイル

市民との
意見交換会５名以上で

お集まりいただければ、
議員がお伺いします。

議員が伺います！あなたのもとへ / /

　 対 象 者

　 市内居住者または在勤在学の方、ふるさと住民登録をされている方。

　 団体の場合は市内に本拠地がある団体。

　 申込み方法

　 各支所・住民センターに設置している参加申込書に①～⑧の必要事項をご記入のうえ、

　 丹波市議会事務局へご提出ください。

　 （郵送・ＦＡＸ・メール・事務局窓口へ持参のいずれかでお申込みください）

　 ① 代表者名

　 ② 代表者住所・電話番号・メールアドレス

　 ③ 団体名称（あれば）

　 ④ 意見交換したい主な関心分野（テーマ）

　 ⑤ 開催希望日時（90分以内。３月・６月・９月・12月の定例会以外の日程をご希望ください。）

　　　※ 第２希望まで記載してください。

　 ⑥ 開催希望場所
　　　市内の公共施設等とします。会場費が発生する場合は申込者の負担となります。

　 ⑦ 出席予定人数（５名以上）

　 ⑧ 議会関係者の傍聴の可否

　 申込期限

　 【４～５月開催希望の場合】 ２月末日

　 注意事項
　 ・意見交換会の進行は原則、申込者でお願いします。

 　 希望があれば議員が対応します。

　 ・市政全般について意見交換し、政策立案に繋げる

　　 ことを目的としています。

　   要望活動のみを目的とするもの、営利活動や宗教

　  活動に類したもの等は受け付けません。

　 ・出席する議員の指名はできませんのでご了承ください。

　 ・広報活動、記録のために録音、撮影をさせていただきます。

　 ・報道機関の取材がある場合がございますので、あらかじめ

　  ご了承ください。

お問い合わせ

丹波市議会事務局

☎ 07 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

FAX 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3

メール gikai@city.tamba.lg.jp

出張版

今年度最後の

受付です。

意見交換会

　いただいたご意見を所管の委員会で
協議しました。結果はホームページにて
報告しています。

意見交換会

開催結果はこちら ▶

井戸端スタイル井戸端スタイル
活
用
いただいています！

　令和５年５月から始まった井戸端スタイル 市民との意見交換会。市民
の方５名以上から受け付け、いただいたテーマに沿って所管する各常任
委員会の委員が参加しています。
　令和５年 10 月から 11 月にかけて３件の意見交換会を開催しました。
　令和６年５月開催分まで募集していますので気軽にお申込みください。
　（申込期限は令和６年２月末日）

　議長から市長へ意見交換会での意見・
要望等一覧を提出しました。

（令和５年 12 月 26 日）

10
30 柏原自治会館にて

7名参加

丹波市の環境美化（ゴミ拾い）
の活動についてテーマ

参加
議員

太田 喜一郎 議員、山名 隆衛 議員
吉積 毅 議員、渡辺 秀幸 議員

10
30 沼貫交流館にて

６名参加

① 体育館・特別教室のエアコン
　 設置について
② デマンド・タクシー・バス
　 など市民の公共交通について
③ ごみ袋半額化について

テーマ

参加
議員

谷水 雄一 議員、西本 嘉宏 議員
足立 嘉正 議員

11
８ 柏原自治会館にて

① かいばら一番館の活用に
　 ついて
② 行政ゾーンについて
③ 観光施策について

参加
議員
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従 来 の 助 成 要 件 見 直 し た 助 成 要 件

市内に大雪警報が発表され、災害警戒
本部又は災害対策本部が設置となり、
本部が大雪被害と認めた時

市内に大雪警報が発表された時

対象とする道路：除雪路線を除く市道 対象とする道路：市道および里道

助成限度額：重機等の借用費用について
半日に満たない場合は燃料費のみ
とする。

助成限度額：重機等の借用費用について
４時間に満たない場合は１日当たりの
１／２を限度とする。

　以上の答弁を踏まえ、委員会において委員間討議を行い、さまざまな意見がありま

したが、審査意見等は付けずに原案どおり可決することに決まりました。

市の各部局が各指定管理者とヒ
アリングを行う中では、燃料費

高騰の影響を受けていることが確認で
きましたので、提案の補助金で対応さ
せていただきたいと考えています。
　なお、次年度以降は協定書に基づい
て、各指定管理者と協議を行う必要が
あると考えております。

半日に満たない場合でも

燃料費以外の助成も

受けることができる

ようになりました。

12 月定例会

論点！
ココがギロンの

提案された補助率は妥当か。市
が本来行う業務を担っていただ

いている指定管理者には、これまで行っ
てきた一般の事業者への支援と同じ基
準ではなく、燃料費高騰分の 100% を
支援すべきではないか。

答問

市の指定管理者

燃料費高騰による市の支援 は
十分なのか ?

　今回、市の指定管理者への燃料費高騰による経費負担を支援する補助金を

盛り込んだ補正予算案が提案されました。

　令和５年３月定例会の予算審査において、『「大雪被害による道路通行支障物撤去

費助成金」 の交付要綱では、大雪被害を解消できない！』との声が上がり、要件

等を見直すように提案しました。その提案により要綱が見直され、助成要件を緩和す

ることができました。

 大雪被害による道路通行支障物撤去費助成金：

 大雪による道路の除雪作業や、通行に支障となる竹や樹木等の支障木の

  　 撤去作業をされた自治会等に、その要した経費の一部を助成する制度

対象経費：重機や小型除雪機などの借上料（燃料費含む）、オペレーターの人件費など

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

大雪被害に関する助成金が
要綱の改正で使いやすくなりました!!
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■□■ 条例制定までの道のり ■□■

「太陽光発電施設と地域環境との調和
  に関する条例」 を可決！

　丹波市では長年の懸案事項であった「太陽光発電施設」について、

令和５年 12 月定例会で条例制定となりました。市議会において

長く議論・提言してきた結果が実りました。

当時の丹波市議会において民生・産業建設常任委員会連合審査会を設置しました。
「太陽光発電施設の設置に係る制度」に関する調査研究を重ねました。

平成 29 年５月

兵庫県は「太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例」を施行しました。
5,000㎡以上の太陽光発電設備の設置に関して届け出が義務化されました。

平成 29 年７月

民生・産業建設常任委員会連合審査会から「現行の規制の中にあっては、依然と
して市民と事業者との間にトラブルが発生している。将来にわたってこれを防止
し、丹波市の景観並びに市民の居住環境との調和を図っていくためには、太陽光
発電施設に関し条例化することが望ましい」と本会議で報告しました。

（たんばりんぐ 平成 30 年１月号  参照）

平成 29 年 12 月

市当局は、条例化ではなく「丹波市開発指導要綱」を改正しました。
届け出面積を 2,000㎡以上→ 1,000㎡以上に引き下げ、太陽光発電施設整備基準
を明記しました。（丹波市で多く見られる 1,000㎡以下の太陽光発電施設は対象外）

平成 30 年 10 月

丹波市議会議員有志により「太陽光発電設備設置に関する条例制定をめざす研
究会」を立ち上げ、６回の研究を重ね、令和２年６月 26 日に条例制定を市長へ
提言しました。

令和２年３月

令和４年 11 月開催の市民との意見交換会で出された意見「太陽光発電に関する
条例をしっかり整備してほしい」を丹波市議会から市長へ届け、文書回答を求
めました。

令和４年 12 月

市当局から「条例化を念頭に実効性などを重視しながら『太陽光発電施設と地
域環境との共生』に向けた規制のあり方について議論を進めているところです」
と文書回答がありました。（たんばりんぐ 令和５年４月号  参照）

令和５年１月

「丹波市太陽光発電施設と地域環境との調和に関する条例」を可決しました！
　・開発面積　1,000㎡以上　→　事業区域面積 200㎡以上
　・禁止区域及び抑制区域（配慮区域）
　・施設基準の明確化
　・勧告、公表及び罰則の適用

令和５年 12 月
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民生産建常任委員会からの調査報告

総務文教常任委員会　現地調査

新山南中央公園 （仮称） 校舎等改修工事

　旧和田中学校は隣接の薬草薬樹公園と
併せて「漢方の里総合運動公園」として、
運動・健康・休養・体験・子育て支援機
能を備えた施設に整備される予定です。
今回、運動・子育てゾーンとして活用する
旧和田中学校の工事内容を調査しました。

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
ど
も

ま
ん
な
か
会
議

市
民
と
の

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

委
員
会
報
告

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

研
修
報
告

お
知
ら
せ

全員賛成で可決・認定・採択した議案

議　　　案

人
事
案
件

〇 丹波市教育委員会委員の任命
　 渕上  智帆 氏

〇 丹波市・一部事務組合公平委員会委員の
　 選任　　寺西  惇展 氏

令
和
５
年
度

補
正
予
算

〇 一般会計（第６号）

〇 駐車場特別会計（第２号）

〇 駐車場特別会計（第３号）

条
例

制
定

〇 太陽光発電施設と地域環境との調和に
　 関する条例

条
例
改
正

〇 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び
　 費用弁償に関する条例

〇 水道事業及び下水道事業の設置等に関
　 する条例及び市長等の損害賠償責任の
　 一部免責に関する条例

〇 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
　 関する条例等

〇 行政手続における特定の個人を識別する
　 ための番号の利用等に関する法律に基
　 づく個人番号の利用及び特定個人情報の
　 提供に関する条例

〇 火災予防条例

〇 国民健康保険税条例

議　　　案

契
約
締
結

〇 小型動力ポンプ普通積載車ほか 購入

〇 春日学校給食センター第 2 期厨房
　 機器 購入

〇 市島支所及び市島農村環境改善
　 センター解体工事

〇 新山南中央公園（仮称）校舎等改修
　 工事

指
定
管
理
者
の

指
定

〇 丹波市ミルネ診療所

〇 丹波市ミルネ訪問看護ステーション

〇 市立青垣農村滞在施設棉ばたけ

〇 市立薬草薬樹公園

そ
の
他

〇 丹波市・一部事務組合公平委員会
　 設置に関する規約の変更等に係る
　 協議

〇 丹波市・一部事務組合情報公開審査
　 会設置に関する規約の変更等に係る
　 協議

〇 市道路線の認定（稲畑 13 号線）

請
願

〇 子どものために保育士配置基準の
　 引き上げと、労働条件改善による
　 保育士の増員を求める意見書の提出
　 を求める請願

意
見
書

〇 子どものために保育士配置基準の
　 引き上げと労働条件改善による
　 保育士の増員を求める意見書

12 月定例会

可決
全員賛成で

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

須
原
弥
生

藤
原　

悟

小
橋
昭
彦

前
川
進
介

大
西
ひ
ろ
美

山
名
隆
衛

近
藤
憲
生

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

吉
積　

毅

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

酒
井
浩
二

足
立
嘉
正

垣
内
廣
明

条
例

改
正

市職員の給与に関する条例
等

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

令
和
５
年
度
補
正
予
算

一般会計（第７号）
原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

一般会計（第８号）
原案
可決

17 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

国民健康保険特別会計事業
勘定（第２号）

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

国民健康保険特別会計直診
勘定（第２号）

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

介護保険特別会計保険事業
勘定（第２号）

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

訪問看護ステーション特別
会計（第２号）

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

看護専門学校特別会計
（第２号）

原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

水道事業会計（第２号）
原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

下水道事業会計（第２号）
原案
可決

17 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として

　　 採決には加わりません。賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

福祉の外出支援に関する事項について

　福祉の外出支援の見直しから２年が経ちました。福祉送迎サービス（おでかけサポート）
の利用についてさまざまな意見があることを受け、民生産建常任委員会で所管事務調査を
進めてきました。その間、担当部からの聞き取りや利用者・運行事業者との意見交換会を
行いました。
　今後も通院や社会的交流等の機会がさらに保障されるよう、次の改善を本会議で報告し
ました。

利用料金においては公平性を図るた
めに走行距離に比例した割合で算出

することはできないか。また、厳しい経
済状況が続いていることを鑑みて、その
体制を整備するまでの間、引き続き経過
措置での 300 円を継続できないか。

１

日曜運行の継続、相乗りや利用時間
の拡充ができないか。２

福祉タクシーの不足等により、対応
不足が生じている。約８割が通院に

利用されることから、「おでかけサポート」
は通院用に限定し、新たに社会的交流は

「タクシーチケット」制にするなど、体制
見直しを含め、考えられないか。

３

この福祉送迎サービス（おでかけサ
ポート）事業は、福祉の外出支援と

して必要とされている事業である。利用
者・行政・事業者が協力し、維持・改善
を進めていただきたい。

４

◀ 11 月 6 日、福祉送迎サービス運行事業者と

　 意見交換会を行いました。

　 運営面の現状や課題等、貴重なご意見を聴か

　 せていただきました。

・ 廃校舎の有効活用、隣接の薬草薬樹公園

　との効果的連携、駐車場の確保等、市民

　が利用しやすい配置・整備計画とされて

　いるか。

・ 設置済みのエアコン（空調設備）が無駄なく

　利用されているか。

・ 工事内容がどのような状況で行われるのか。

＜ 現地調査時の注目ポイント ＞
担当職員から説明を受ける議員

審議結果は

こちら ▶

17 ページ
に掲載

議
案
の
審
議
結
果

たんばりんぐ　　　2024 . 1　76 号11 たんばりんぐ　　　2024 . 1　76 号 10



コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

酒
井
浩
二

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

足
立
嘉
正

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

須
原
弥
生

吉
積 

毅

太
田
一
誠

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

大
西
ひ
ろ
美

藤
ふじわら

原　悟
さとる

  議員

�

「
決
ま
っ
て
い
な
い
」、「
廃

業
す
る
た
め
必
要
な
い
」

と
答
え
た
事
業
者
が
35
％

あ
り
ま
し
た
。
承
継
の
課

題
で
は
「
適
切
な
後
継
者

が
い
な
い
」、「
知
識
が
不

足
し
て
い
る
」「
何
か
ら
手

を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。事

業
承
継
（
特
に
小

規
模
事
業
者
、
個
人

事
業
者
）
の
取
組
強
化
を
。

事
業
承
継
問
題
は
容

易
に
解
決
で
き
る
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
Ｂ

ｉ
ｚ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん

ば
」
で
の
取
組
や
「
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
」
の
毎
年

開
催
等
、
地
道
な
取
組
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

条
例
第
44
条
で
は「
適

切
な
時
期
に
検
証
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
も

の
と
し
ま
す
」
と
あ
り
ま

す
。
条
例
制
定
か
ら
10
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

検
証
、
見
直
し
の
考
え
は
。

条
例
を
形
骸
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
一
定

期
間
に
お
け
る
検
証
は
必

要
と
考
え
ま
す
の
で
、
他

市
の
取
組
事
例
を
調
査
、

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
事
業
承
継
へ
の
取
組
を

事
業
承
継
に
関
す
る

情
報
収
集
や
現
状
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

今
回
の
市
の
景
況
調

査
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
事
業
承
継
に
つ
い
て

答 問

自
治
基
本
条
例
の
市
民
へ

の
周
知
・
啓
発
を

条
例
の
主
旨
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

草
刈
り
が
高
齢
化
の

中
で
大
変
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。
自
走
式
草
刈
り
機

の
導
入
も
含
め
検
討
中
で

す
。

学
校
の
生
徒
指
導
の
あ
り

か
た

昨
年
12
月
、
文
部
科

学
省
は
生
徒
指
導
提

要
（
指
針
）
を
大
き
く
改

訂
し
た
。
市
内
の
学
校
で

の
取
組
は
ど
う
か
。

適
宜
、「
生
活
の
き

ま
り
」
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

や
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒

会
等
と
教
員
が
話
し
合
う

検
討
会
議
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

加
古
川
・
福
田
川
の

崩
れ
て
い
る
護
岸
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

和
田
橋
左
岸
上
流
50 

ｍ
に
つ
い
て
は
県
で

測
量
・
設
計
を
実
施
し
て

お
り
、
設
計
後
に
工
事
発

注
の
予
定
と
聞
い
て
い
ま

す
。
福
田
川
の
最
下
流
の

崩
れ
て
い
る
護
岸
に
つ
い

て
は
、
市
で
入
札
準
備
中

で
す
。河

川
・
道
路
法
面
、

耕
作
放
棄
地
の
草
刈

り
に
、
大
型
草
刈
り
機
の

貸
し
出
し
は
で
き
な
い
か
。

問

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

人
生
会
議
の
重
要
性
に
つ

い
て
周
知
活
動
に
努
め
ま

す
。

「
学
び
の
多
様
化
学
校
」

の
設
立
を
！

「
学
び
の
多
様
化
学

校（
不
登
校
特
例
校
）

の
設
立
が
必
要
だ
。

現
時
点
に
お
い
て

「
学
び
の
多
様
化
学

校
」
の
設
立
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
心
し

て
学
べ
る
居
場
所
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
や
丹
波
市
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
て
、

専
門
家
や
福
祉
部
局
、
民

間
施
設
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
ま
す
。

厚
労
省
は
11
月
30
日

を「
人
生
会
議
の
日
」

と
制
定
し
て
い
る
が
、
市

民
へ
の
周
知
が
で
き
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
ま
だ
ま
だ
周
知
が

で
き
て
い
な
い
状
況
で

す
。
人
生
の
最
終
段
階
に

お
い
て
「
ど
こ
で
、誰
と
、

ど
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し

た
い
か
」
を
大
切
な
人
と

話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ

と
は
、
今
ま
で
の
人
生
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

意
識
醸
成
が
さ
ら
に
図
れ

る
よ
う
、
今
後
も
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
出

前
講
座
な
ど
を
実
施
し
、

答 問

問

�

山
林
や
河
川
を
整
備
し
よ
う

�「
人
生
会
議
の
日
」
の
周
知

推
進
を
！答

答

問 ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて質

問や提言を行いました。

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

今回は

16 人の一般質問が

行われました！

�

す
。
ま
た
、
土
地
改
良
資

金
の
償
還
金
補
給
は
廃
止

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

部
課
の
細
分
化
を

時
間
外
勤
務
の
資
料

で
は
業
務
量
に
対
し

て
配
置
人
数
不
足
か
多
す

ぎ
て
管
理
職
の
人
事
や
業

務
進
捗
管
理
が
十
分
で
な

い
と
感
じ
る
。
部
課
の
細

分
化
を
考
え
る
べ
き
だ
。

業
務
内
容
や
業
務
量

が
具
体
的
に
な
り
、

プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
り
や
す

く
業
務
の
効
率
化
を
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
人
員
や
予

算
に
よ
る
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
は
、
組
織
の
ス

リ
ム
化
は
重
要
課
題
と
考

え
ま
す
。

柏
原
町
全
域
と
氷
上

町
の
一
部
に
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
、
春

日
町
の
土
地
改
良
資
金
償

還
金
一
部
補
給
の
暫
定
例

規
が
あ
る
。
合
併
か
ら
20

年
は
暫
定
と
は
言
え
な

い
。
見
直
し
す
べ
き
だ
。

受
益
者
負
担
金
制
度

は
利
益
相
応
の
負
担

に
よ
り
、
均
衡
を
図
り
世

代
間
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
の
制
度
で
す
。
単
純
に

金
額
だ
け
を
比
較
す
れ

ば
、
地
域
に
よ
っ
て
負
担

額
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
状
況
で
、
公
平
性
に
欠

け
る
見
方
も
で
き
ま
す
。

制
度
上
ど
こ
ま
で
見
直
し

が
可
能
な
の
か
な
ど
、
課

題
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
、
運
営
協
議
会
を
中
心

と
し
た
十
分
な
議
論
を
重

ね
廃
止
な
ど
を
判
断
し
ま

答 問

合
併
か
ら
20
年　

暫
定
例

規
は
見
直
し
す
べ
き
だ

運
営
協
議
会
を
中
心
と
し

た
十
分
な
議
論
を
重
ね
廃

止
な
ど
を
判
断
し
ま
す

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

取
組
）の
学
校・

公
園
・
駐
車
場

等
の
活
用
や
、

た
め
池
、
水
田

の
貯
留
機
能
の

強
化
な
ど
に
よ

り
、
雨
水
貯
留

浸
透
機
能
の
回

復
強
化
を
図
る

べ
き
で
な
い
か
。

校
庭
貯
留

施
設
や
駐

車
場
の
透
水
性

舗
装
、
た
め
池

の
事
前
放
流
や

田
ん
ぼ
ダ
ム
の

取
組
、
開
発
行

為
な
ど
に
対
す

る
調
整
池
の
設

置
・
指
導
及
び

多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
を
活

用
し
た
取
組
を

実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

雨
水
管
理
総
合
計
画

は
本
川
の
水
位

上
昇
に
伴
う
地
域
へ
の
逆

流
防
止
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
認
識
す
る
が
地
域
内

の
内
水
対
策
と
し
て
は
不

十
分
と
考
え
る
。
そ
の
効

果
は
い
か
が
か
。
ま
た
、

該
当
地
区
や
周
辺
地
域
と

の
理
解
と
協
力
は
得
ら
れ

る
か
。雨

水
管
理
総
合
計
画

に
お
け
る
解
析
結
果

に
基
づ
き
、
浸
水
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
樋
門

の
改
良
や
既
設
調
整
池
を

有
効
利
用
し
、
対
策
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自

助
・
共
助
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
周
知
・
啓
発

し
て
ま
い
り
ま
す
。

治
水
の
流
域
対
策
へ
の
取

組
が
不
十
分
で
な
い
か

流
域
対
策
（
貯
め
る

問

答

問答

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二  議員

�

浸
水
被
害
軽
減
の
治
水
・

内
水
対
策
の
進
捗
状
況
は

県
の
地
域
総
合
治
水
推
進

計
画
の
目
標
や
方
針
に
準

じ
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■ 一般質問

答

答

人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の

必
要
性
に
つ
い
て
丹
波
市

で
も
推
進
し
て
い
き
ま
す

河
川
の
崩
れ
て
い
る
護
岸

整
備
を
県
・
市
と
協
調
し

て
整
備
し
ま
す

答問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問答

問

答

問

雨水管理総合計画：近年の多発する内水被害への対応として、計画的に浸水被害
の解消もしくは軽減を図る計画。次の①～⑧の地区が重点対策地区とされている。
① 氷上町生郷（東）　② 氷上町生郷（西）　③ 氷上町西中東　④ 氷上町稲畑
⑤ 山南町梶　⑥ 春日町黒井・船城　⑦ 山南町応地　⑧ 柏原町田路・南多田

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

加古川和田橋左岸上流
50m の崩れた護岸

※ 谷水雄一議員は体調不良のため、質問を取り下げられました。
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

酒
井
浩
二

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

足
立
嘉
正

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

須
原
弥
生

吉
積 

毅

太
田
一
誠

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

大
西
ひ
ろ
美

■ 一般質問

女
性
に
も
評
決
権
が
あ
る

の
に
、
多
く
の
自
治
会
総

会
の
出
席
者
は
ほ
ぼ
男
性

で
、
そ
こ
に
女
性
の
評
決

権
が
な
い
。
活
躍
す
る
女

性
を
増
や
す「
女
性
活
躍
」

も
大
事
だ
が
、
日
常
の
暮

ら
し
の
中
で
女
性
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
「
女

性
参
画
」
の
観
点
で
も
啓

発
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

部
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

世
帯
１
票
だ
っ
た
役

員
選
挙
の
投
票
権

を
、
女
性
や
18
歳
以
上
の

若
者
に
も
与
え
た
自
治
会

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど

し
て
、
女
性
が
意
見
を
出

し
や
す
い
場
を
作
っ
て
い

け
る
よ
う
啓
発
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
15
～

19
歳
だ
っ
た
市
民
は

男
女
と
も
約
５
０
０
人
が

転
出
。
そ
の
後
20
代
で
男

性
は
約
３
０
０
人
転
入
し

た
の
に
対
し
、
女
性
は
約

50
人
。
な
ぜ
女
性
が
出
て

い
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ
な

い
の
か
、市
長
の
考
え
は
。

相
対
的
に
女
性
が

帰
っ
て
来
に
く
い
ま

ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
女
性
が
若
い
う

ち
に
帰
っ
て
来
や
す
く
す

る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で

す
が
、
な
か
な
か
そ
こ
ま

で
分
析
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
は
し
っ
か
り
現

状
分
析
し
て
ほ
し

い
。
私
が
捉
え
る
に
、
男

尊
女
卑
の
文
化
が
ま
だ
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
認
可
地
縁
団
体
は
原
則

答 問

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

�

偶
発
事
故
の
損
害
を

補
償
す
る
制
度
や
位

置
情
報
を
確
認
で
き
る
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
端
末
の

リ
ー
ス
費
用
助
成
制
度
は

導
入
で
き
な
い
か
。

補
償
制
度
は
令
和
６

年
か
ら
実
施
の
予
定

で
す
。
端
末
助
成
に
つ
い

て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
端

末
を
常
時
着
用
し
て
お
く

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら

導
入
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

中
学
生
に
献
血
の
学
習
を

若
年
層
の
献
血
を
促

進
す
る
た
め
に
、
中

学
校
で
献
血
に
つ
い
て
の

学
習
が
で
き
な
い
か
。

学
習
の
時
間
を
取
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
の
啓

発
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

認
知
症
基
本
法
の
成

立
を
う
け
て
、
計
画

や
支
援
を
進
め
る
上
で
、

当
事
者
や
家
族
の
意
見
は

ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
就
労
を
取
り
入
れ

て
、
社
会
参
加
の
促
進
を

推
進
で
き
な
い
か
。

職
員
が
認
知
症
カ

フ
ェ
等
に
出
向
き
直

接
話
を
聞
い
た
り
、
訪
問

し
た
事
業
所
で
意
見
を
聞

い
た
り
し
て
今
後
の
施
策

に
反
映
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
働
け
る
」
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
福
祉
人
材
不
足

等
の
た
め
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
、
ま
ず
は
、
社

会
参
加
や
地
域
で
の
活
躍

を
支
援
す
る
事
業
を
進
め

ま
す
。

問

認
知
症
の
人
や
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
対

応
し
た
ハ
ー
ド
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
推
進

し
て
お
り
、
道
の
駅

丹
波
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
里
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
で
は
車
椅
子
利

用
が
で
き
る
遊
具
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
市
内
で
登
録
さ
れ

た
宿
泊
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
接
遇
の

向
上
な
ど
受
入
体
制

の
充
実
を
意
識
す
る

よ
う
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

丹
波
市
立
と
れ
と
れ

市
農
産
物
直
販
施
設

「
ひ
か
み
四
季
彩
館
」
の

氷
上
さ
く
ら
公
園
委
託
状

況
と
改
修
等
の
計
画
は
。

公
園
で
の
事
故
や
ト

イ
レ
の
故
障
等
き
め

細
か
な
管
理
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
施
設
改
修
は

「
丹
波
市
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
」
に
沿
っ
て
令

和
９
年
に
設
計
、
令
和
10

年
に
工
事
を
行
い
、
長
寿

命
化
を
図
る
計
画
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
戦
略
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
条
例

へ
の
取
組
は
進
ん
で
い
る

か
。
ま
た
「
ひ
ょ
う
ご
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
お
宿
」
の

推
進
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

問

５
カ
所
あ
る
公
園
管
理
委

託
業
務
内
容
の
見
直
し
は

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

�

女
性
の
意
見
が
尊
重
さ
れ

る
地
域
社
会
の
実
現
へ

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

�

新
温
水
プ
ー
ル
・
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
建
設
は

学
校
プ
ー
ル
の
利
用

と
市
民
の
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
施
設
と
し
て

共
有
し
、
運
営
者
を
誘
致

で
き
な
い
か
。

健
康
増
進
や
体
力
向

上
に
有
益
な
施
設
と

な
る
と
考
え
ま
す
が
、
新

た
な
施
設
を
春
日
・
市
島

地
域
に
建
設
す
る
こ
と

は
、
現
状
に
お
い
て
市
営

と
民
間
プ
ー
ル
が
２
施
設

あ
り
、
生
涯
学
習
施
設
と

し
て
の
必
要
性
は
低
い
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
、
学

校
利
用
の
プ
ー
ル
も
併
用

す
る
な
ど
民
間
進
出
の
動

き
が
あ
れ
ば
誘
致
も
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
の
老
朽

化
、
維
持
経
費
、
稼

働
状
況
等
の
現
状
と
課

題
、
プ
ー
ル
設
置
及
び
運

営
の
あ
り
方
を
伺
う
。

全
て
の
プ
ー
ル
を
30

年
間
維
持
す
る
に

は
、
20
億
円
程
度
が
必
要

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
市

営
ま
た
は
民
間
プ
ー
ル
に

近
い
学
校
は
、
そ
れ
ら
の

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
ま
で
の
移
動
距
離
に

よ
っ
て
は
、
継
続
を
考
え

ま
す
。

答 問

学
校
・
幼
児
プ
ー
ル
の
あ

り
方
に
つ
い
て

今
後
、
施
設
の
大
規
模
改

修
等
の
際
は
検
討
が
必
要

で
す

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

�

の
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護

者
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

や
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の

か
。

不
登
校
の
要
因
と
し

ま
し
て
は
、
様
々
な

こ
と
が
複
合
的
に
関
連

し
、
学
校
を
休
み
が
ち
に

な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒

及
び
保
護
者
へ
の
適
切
な

対
応
に
つ
い
て
は
、
先
ず

子
ど
も
を
よ
く
知
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
児
童
生
徒
及
び
保

護
者
の
心
の
ケ
ア
を
重
視

し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制

度
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
、
丹
波
市
応

援
者
・
丹
波
市
フ
ァ
ン
を

増
や
す
取
組
の
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
後
の
積

極
的
な
取
組
を
ど
う
展
開

す
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

専
用
サ
イ
ト
を
３
サ

イ
ト
追
加
し
、
現
在
は
７

サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
の

結
果
、
令
和
５
年
10
月
末

時
点
で
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
は
、
前
年
同
月
と
比
較

し
、
33
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

不
登
校
０
に
向
け
て

不
登
校
児
童
生
徒
の

増
加
要
因
を
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
、
不
登
校

答

問

ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
納
税
）

制
度
の
積
極
的
な
取
組
を

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

�

丹
波
市
役
所
旧
柏
原

支
所
活
用
協
議
会
か

ら
の
「
旧
柏
原
支
所
活
用

方
向
に
つ
い
て
の
提
言

書
」
を
最
大
限
に
尊
重
し

ま
す
。
地
元
の
返
事
を

待
っ
て
今
後
の
取
り
扱
い

を
検
討
し
ま
す
。

市
は
歌
道
谷
用
地
約

3.5 

ha
を
最
低
譲
渡
価

格
３
億
１
９
０
０
万
円
で

公
募
に
か
け
た
が
応
募
が

な
か
っ
た
と
聞
く
。
今
後

ど
の
よ
う
に
企
業
の
誘
致

を
進
め
る
の
か
。

昨
今
の
資
材
高
騰
が

要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
再
募

集
に
向
け
て
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
関
で
あ
る

「
ひ
ょ
う
ご
・
神
戸
投
資

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と

調
整
を
図
り
ま
す
。

旧
葛
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
現

在
、
く
ら
し
の
安
全
課
が

防
災
物
品
の
保
管
場
所
と

し
て
一
部
使
用
中
と
聞

く
。
Ｊ
Ａ
丹
波
ひ
か
み
と

協
議
し
て
地
元
の
活
性
化

に
向
け
た
活
用
策
を
模
索

し
て
は
ど
う
か
。

１
階
を
Ｊ
Ａ
葛
野
支

所
と
し
て
、
２
階
を

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
整
備
さ

れ
、
市
が
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
丹
波
ひ
か
み

の
意
向
を
確
認
し
ま
す
。

旧
柏
原
支
所
は
ホ
テ

ル
化
構
想
が
と
ん
挫

し
て
以
来
、
活
用
策
が
定

ま
ら
な
い
。
こ
の
際
、
地

元
と
市
が
一
緒
に
な
っ
て

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答 問

「
休
養
施
設
や
す
ら
樹
」
を

再
開
し
て
は
ど
う
か

問

答

問問

問

答

答

問 答

広
報
活
動
の
更
な
る
展
開

に
努
め
、
寄
附
金
の
増
大

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
検

討
し
ま
す

女
性
が
意
見
を
出
し
や
す

い
場
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
啓
発
し
ま
す

当
事
者
や
家
族
の
意
見
を

尊
重
し
、
支
援
体
制
や
社

会
参
加
等
を
促
進
し
ま
す

協
議
に
よ
り
清
掃
等
の
内

容
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
見

直
し
も
検
討
し
ま
す

市民の憩いの場となっている
氷上さくら公園

答

答

問

答

■ 一般質問

答 問

問答

新温水プール建設へ

ユニバーサルツーリズム推進条例：「高齢者、障害者
等が円滑に旅行することができる環境の整備に関す
る条例」の通称

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ
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ご
み
袋
半
額
化
に
は

市
民
１
人
当
た
り
年

間
約
千
円
の
負
担
が
必
要

に
な
る
。
２
人
世
帯
な
ら

ご
み
袋
大
を
週
１
回
未
満

な
ら
負
担
増
の
方
が
大
き

い
。
山
南
地
域
の
ご
み
を

丹
波
篠
山
市
で
処
理
い
た

だ
く
た
め
に
支
出
し
て
い

る
約
１
億
円
を
削
減
す
れ

ば
市
民
に
負
担
を
か
け
な

い
。
そ
こ
に
向
け
た
工
程

を
示
し
て
ほ
し
い
。

令
和
９
年
か
ら
丹
波

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
受
け
入
れ
る
計
画

で
す
。
そ
の
た
め
、
令

和
９
年
度
に
は
１
万
２
，

７
３
７
ト
ン
に
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度

の
時
点
で
は
目
標
よ
り
も

多
く
削
減
で
き
て
い
ま
す
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

�

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

は
国
と
の
調
整
を
は
じ

め
、「
有
効
性
」
等
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

国
道
４
２
９
号
ト
ン

ネ
ル
化
整
備
の
出
口

か
ら
生
野
峠
の
考
え
方

と
、
県
道
１
０
９
号
福
知

山
・
山
南
線
要
望
の
考
え

方
は
。「

国
道
４
２
９
号
千

種
・
青
垣
間
改
良
促

進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

引
き
続
き
改
修
要
望
し
ま

す
。
県
道
１
０
９
号
は
国

道
４
２
９
号
を
注
視
し
、

必
要
性
を
検
証
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

過
疎
地
域
で
の
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、

優
位
性
あ
る
新
施
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、

丹
波
市
の
南
の
玄
関
口
と

し
て
山
南
・
道
の
駅
を
川

の
駅
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

活
用
が
で
き
な
い
か
。

道
路
整
備
等
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
、
格
差

是
正
や
地
域
の
内
発
的
発

展
に
重
要
で
、
特
に
優
位

性
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
十
分
な
検
討
と
地
元

等
と
の
調
整
・
理
解
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
山
南
・

川
の
駅
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
あ
る
魅
力
的
な
提

案
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
川
の
駅
事
業
は

国
が
所
管
す
る
事
業
で
あ

答 問

過
疎
対
策
事
業
を
い
か
に
考

え
て
い
る
か

問

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

�

そ
れ
を
財
源
と
見
込

み
、
具
体
的
な
値
下

げ
時
期
を
示
せ
な
い
か
。

慎
重
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
現
時

点
で
具
体
的
な
時
期
は
示

せ
ま
せ
ん
。

国
全
体
で
は
広
域
的

な
ご
み
処
理
の
連
携

の
重
要
性
を
言
っ
て
い

る
。
丹
波
市
の
再
生
ご
み

無
料
は
良
い
施
策
だ
。
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
丹
波
篠
山
市
と
も
バ

ラ
ン
ス
を
。

丹
波
篠
山
市
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
資
源
物

の
多
く
は
有
料
で
す
が
、

お
互
い
に
相
談
す
る
体
制

は
あ
り
ま
す
の
で
、
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

答

答

問

ご
み
袋
値
下
げ
の
時
期
を

言
明
し
て
は
ど
う
か

答問答

必
要
で
実
現
可
能
な
事
業

は
随
時
追
加
提
案
し
て
い

ま
す

減
量
傾
向
を
確
認
す
る
た

め
、
現
時
点
で
は
時
期
を

約
束
で
き
ま
せ
ん

問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

�

母
子
家
庭
等
医
療
費
補
助

に
つ
い
て

母
子
家
庭
等
医
療
費

補
助
を
大
学
等
の
在

学
期
間
中
も
「
支
援
の
延

長
」を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

本
制
度
は
福
祉
医
療

助
成
制
度
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。全
体
的
に
は
、

福
祉
医
療
の
中
で
均
衡
を

図
る
べ
き
と
は
思
い
ま
す

が
、
母
子
家
庭
等
を
応
援

す
る
施
策
と
し
て
、
市
の

政
策
の
中
で
検
討
す
る
方

が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
返
済
支
援
制
度

奨
学
金
返
済
支
援
制

度
を
市
内
全
事
業
者

へ
の
取
組
に
つ
い
て

兵
庫
県
が
行
う
本
制

度
の
周
知
に
努
め
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

丹
波
市
は
、近
年「
子

育
て
応
援
支
援
」
に

つ
い
て
、
他
市
と
比
べ

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
広
く
市
民
の
み
な

さ
ま
へ
宣
言
や
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
ど
う
か
。

ま
ず
は
、
必
要
な
方

に
向
け
た
子
育
て
支

援
情
報
の
発
信
を
充
実
さ

せ
、
そ
の
情
報
を
継
続
し

て
届
け
て
い
く
こ
と
が
、

子
育
て
支
援
に
対
す
る
機

運
の
醸
成
に
繋
が
り
、「
子

育
て
応
援
の
ま
ち
」
へ
と

結
び
付
い
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
よ
り
効
果

的
な
情
報
発
信
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
前
向
き
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

問

丹
波
市
を
「
子
育
て
応
援
」

の
町
へ

問問 答

答

「
子
育
て
応
援
宣
言
」
も
よ

り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

方
法
と
考
え
ま
す

答

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

酒
井
浩
二

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

足
立
嘉
正

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

須
原
弥
生

吉
積 

毅

太
田
一
誠

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

大
西
ひ
ろ
美

■ 一般質問

放
射
線
育
種
に
よ
る
「
こ

し
ひ
か
り
環
１
号
」

県
の
放
射
線
照
射
に

よ
る
遺
伝
子
操
作
の

品
種
改
良
は
、
生
態
系
の

か
く
乱
の
恐
れ
が
あ
る
。

予
防
原
則
と
し
て
避
け
る

必
要
は
な
い
か
。

県
の
取
組
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
把
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
生
態
系
の
か
く
乱
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
避

け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
無
償
化
の

自
治
体
が
増
え
て
お

り
、
丹
波
市
も
無
償
化
実

現
の
方
向
性
や
考
え
方
は

ど
う
か
。

全
国
的
に
無
償
化
が

増
え
て
い
ま
す
。
財

源
の
確
保
と
継
続
が
課
題

で
す
。
子
育
て
支
援
と
し

て
、
財
政
、
国
な
ど
の
動

向
を
参
考
に
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の

空
調
（
冷
房
）
設
置

熱
中
症
対
策
や
災
害

時
の
避
難
所
と
し
て

小・中
体
育
館
に
空
調（
冷

房
）
を
設
置
す
る
べ
き
で

あ
る
が
ど
う
か
。

近
年
の
気
象
状
況
か

ら
必
要
な
対
策
で
あ

り
、
第
７
次
学
校
整
備
計

画
に
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

答 問

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

�

う
こ
と
を
、
園
・
学

校
に
伝
え
て
い
た
だ

け
な
い
か
。

園
・
学
校
へ
伝

え
る
よ
う
に
し

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度

導
入

へ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制

度

が
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
に

お
い
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
へ

と
推
し
進
め
な
い

か
。

先
行
自
治
体
の

状
況
も
伺
い
な

が
ら
、
調
査
・
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

性
教
育
の
教
材
と
し

て
「
生
命
（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
」が
あ
る
が
、

園
・
学
校
で
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

学
校
で
は
、
文
科
省

提
供
の
教
材
や
手
引

き
を
各
学
校
に
周
知
し
、

性
教
育
等
実
践
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

性
被
害
に
つ
い
て
の

教
材
で
あ
る
「
生
命

（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

で
は
、「
い
や
」「
に
げ
る
」

「
相
談
す
る
」
こ
と
が
大

切
と
教
え
て
い
る
が
、「
い

や
」「
逃
げ
る
」
が
で
き

な
い
子
も
い
る
。『
い
や

も
逃
げ
る
も
で
き
な
く
て

も
あ
な
た
が
悪
い
ん
じ
ゃ

な
い
。「
い
や
」
も
「
逃

げ
る
」も
で
き
な
く
て
も
、

信
頼
で
き
る
お
と
な
に
必

ず
相
談
し
て
ね
。』
と
い

答

問

園
・
学
校
で
の
性
教
育
に

お
い
て
の
課
題
は

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

�

丹
波
市
も
学
校
給
食
無
償

化
を
進
め
て
は
ど
う
か

問

答

財
政
状
況
や
国
等
の
動
向

を
参
考
に
研
究
し
ま
す

氾
濫
す
る
性
情
報
に
、
こ

ど
も
達
が
容
易
に
触
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
す

問

答

答

問答

問

一般会計決算の実質収入額と
学校給食事業収入

ファミリーシップ宣誓制度：対象を拡大し、パートナーだけでなく、お互いの子
や親なども含めた家族としてファミリーシップの宣誓を行うことができる制度

パートナーシップ宣誓制度：自治体が性的マイノリティ等の二人が互いをパート
ナーとする宣誓をしたことに対して、受領証を交付する制度

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の

引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改
善
に
よ
る

保
育
士
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

① 

配
置
基
準
の
改
善
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

② 

配
置
基
準
の
改
善
は
、
公
定
価
格
で
の
加
算

　

 

対
応
で
な
く
基
準
の
改
定
で
実
施
す
る
こ
と
。

③ 

保
育
士
増
員
施
策
を
強
化
・
推
進
す
る
こ
と
。

④ 

保
育
士
不
足
の
状
況
に
鑑
み
保
育
士
等
の
賃
金

　

 

の
引
上
げ
を
含
め
た
労
働
環
境
の
確
保
及
び

　

 

労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

　

 

と
る
こ
と
。

意見書全文

み
な
さ
ん
の

声
を

　
　
　
　
届
け
ま
し
た

　
請
願
者
（
兵
庫
県
保
育
所
運
動
連

絡
会
）
に
参
考
人
と
し
て
委
員
会
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
願
意
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
国
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
２
０
２
３
年
６
月
に
「
こ
ど
も
未

来
戦
略
方
針
」
を
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
75
年
ぶ
り
に
保
育
士
の
配
置
基
準

の
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

前
進
で
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
実
施
さ
せ
る

た
め
に
も
国
に
お
か
れ
て
は
、
必
要
な
財
源
を

確
保
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
す
。
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丹波市の明日がみえてくる /
/

傍聴 してみませんか?

児童・乳幼児 同伴の

方の傍聴ができます
手話通訳者 を

配置します

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
ど
も

ま
ん
な
か
会
議

市
民
と
の

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

委
員
会
報
告

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

研
修
報
告

お
知
ら
せ

３ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に

１月 23 日（火）

午後８時 30 分～

※再放送は

１月 27 日（土）

午後３時 30 分～

放送日

日 月 火 水 木 金 土
２/25 26

本会議
議案提案
9：30 ～

27 28 29 ３/ 1
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

２

３ ４ ５
総務文教
常任委員会
９：30 ～

６
民生産建
常任委員会
９：30 ～

７
予算決算
常任委員会
９：30 ～

８
本会議
議案採決

（当初予算
以外）
９：30 ～

９

10 11
本会議
一般質問

（代表）
９：00 ～

12 13
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

14
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

15
予算決算
常任委員会
９：30 ～

16

17 18
予算決算
常任委員会
９：30 ～

19
予算決算
常任委員会
９：30 ～

20 21
予算決算
常任委員会
９：30 ～

22
予算決算
常任委員会
13：30 ～

23

24 25
予算決算
常任委員会
９：30 ～

26
予算決算
常任委員会
予備日

27
本会議
議案採決

（当初予算）
９：30 ～

28 29 30

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委員

会の様子をインターネットで

動画配信しています。

　録画映像も公開しておりま

すので、見逃した方もパソコ

ン・スマートフォンでご覧に

なれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

総務文教常任委員会

　免許を持たなくても日常生活に困らな
いまちづくりを念頭に置き、民間路線バ
ス・タクシーとの共存を図りながらＡＩ
を活用した新システムを運行されていま
した。

委員会行政視察報告

10 月 25 日～ 26 日

公共交通のあり方
（岡山県玉野市）

ＡＩオンデマンド
モビリティ

（予約型乗合タクシー）
（京都府京丹後市）

　実証実験中の新しい交通手段として注目
されているｍ o ｂｉ（ 定額乗り放題乗合タ
クシー）の運用状況と課題を調査しました。

民生産建常任委員会

農地管理に関する取組
（岡山県吉備中央町

  円城広域組織）

　農地管理組織の広域化により、大型
機械の共同利用や農業生産法人等によ
る遊休農地・耕作放棄地等の借受を進
めておられました。

障がい福祉に関する
取組

（岡山県総社市）

　平成 23 年 12 月「障がい者千人雇用推
進条例」を制定され、平成 29 年５月に目
標を達成。平成 29 年９月から「障がい者
千五百人雇用」に取り組んでおられます。

（令和５年９月１日現在就労者数 1,319 人）

10 月 19 日～ 20 日

議長の許可が必要となります。

議会事務局窓口でお声かけください。

　手話通訳を希望される方は傍聴を希望する日の

７日前までに、 議会事務局までお申し出ください。

　なお、 希望を受けてから手話通訳者の手配を行い

ますので手話通訳者の確保ができず、 ご希望に

添えない場合もございますので予めご了承ください。

丹波市議会・丹波篠山市議会
議員合同研修会を開催

【日時】令和５年 10 月 11 日
【講師】丹波の森研究員
【講義内容】

  ファシリテーションスキルアップ研修
  ～ 地域の魅力を伝えるツアーの立案 ～

　丹波市議会・丹波篠山市議会の議員が混
合でチームを作り、丹波地域の魅力を伝え
るツアーの立案をし、発表・評価しあいま
した。それぞれの地域の良さを再確認しな
がら、観光戦略に夢を膨らませました。
　両議会の親睦も深まり、有意義な研修で
した。

議員も日々、学んでいます。

議 員 研 修
調査研究活動報告会を開催

　令和５年７月 10 日、各会派などにおい
て政務活動費を利用した視察や研修への
参加、調査研究活動の結果などを全議員
で共有し、議員力の向上につなげました。
報告内容は下記のとおりです。

  こどもとみらい
　　  調査研究テーマを設定した計画的な
　　  常任委員会運営
２   公明党

  with コロナ時代の地域公共交通
　　  特別講座
３   日本共産党議員団

  自治体学校ｉｎ松本
４   新風クラブ

  閉校跡地活用について
５   創生会

  公共施設特別研修
６   丹新会

  使用済み紙おむつの水平リサイクル

会派の活動報告を行う議員

１

研修の様子（左：グループ発表、右：講師による説明）
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